
一
、
第
十
一
回
日
本
医
学
会

中
野
操
著
『
日
本
医
事
大
年
表
』
に
「
第
十
一
回
日
本
医
学
会
の

講
演
に
お
い
て
日
本
語
以
外
は
用
い
な
い
よ
う
に
意
見
の
一
致
を
見

た
の
で
、
こ
の
旨
副
会
頭
宮
川
米
次
に
進
言
す
。
昭
和
十
七
年
三
月

二
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で
に
東
京
に
お
い
て
開
催
。
分
科
三
十

五
。
参
加
会
員
数
六
千
名
。
会
頭
長
与
又
郎
は
昨
年
死
去
の
た
め
副

会
頭
宮
川
米
次
。
準
備
委
員
長
東
龍
太
郎
に
よ
り
運
営
」
と
あ
る
。

こ
の
昭
和
十
七
年
三
月
に
行
わ
れ
た
第
十
一
回
日
本
医
学
会
が
そ

の
学
会
会
誌
を
刊
行
し
た
の
が
、
昭
和
十
九
年
七
月
三
十
日
で
あ
っ

た
。
そ
の
目
次
の
左
上
隅
に
「
注
意
酌
本
会
誌
ハ
完
成
ノ
上
〈
六
七

七
頁
ト
ナ
ル
、
ヘ
キ
予
定
ナ
ル
モ
用
紙
ノ
都
合
上
一
’
四
六
○
頁
ヲ

「
其
ノ
こ
ト
シ
テ
仮
製
頒
布
ス
・
近
ク
四
六
一
’
六
七
七
頁
ヲ
「
其

64

終
戦
前
後
の
日
本
医
学
会

○
渋
谷
鉱
・
谷
津
三
雄

ノ
ー
」
ト
シ
テ
頒
布
ス
ル
予
定
ナ
リ
（
昭
和
十
九
年
六
月
）
」
と
添
付

さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
三
月
十
日
は
東
京
大
空
襲
で
、
次
い
で
十
四
日
は
大

阪
大
空
襲
、
四
月
一
日
米
軍
沖
縄
に
上
陸
、
五
月
四
日
、
、
ヘ
ル
リ
ン
陥

落
、
八
日
ド
イ
ツ
無
条
件
降
伏
、
次
い
で
八
月
十
五
日
終
戦
を
迎

え
、
国
民
生
活
は
混
乱
と
虚
脱
に
陥
り
、
極
度
の
窮
乏
生
活
に
あ
え

い
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
『
第
十
一

回
日
本
医
学
会
誌
』
の
「
其
ノ
ー
」
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
第
二
十
一
部
消
化
器
病
学
か
ら
第
三
十
五
部
医
科
器
械
学

の
内
容
は
第
十
一
回
日
本
医
学
会
会
誌
「
其
ノ
こ
か
ら
は
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
『
第
十
一
回
日
本
医
学
会
要
覧
』
（
昭
和
十

七
年
三
月
二
十
六
日
発
行
、
発
行
者
兼
編
輯
は
東
龍
太
郎
で
全
二
五
頁
）
を

参
考
資
料
と
し
、
戦
前
最
後
の
日
本
医
学
会
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ

た
い
。
な
お
、
本
学
会
の
総
会
演
説
は
山
崎
佐
に
よ
る
「
日
本
医
道

と
医
学
及
外
教
（
仏
教
、
儒
教
、
基
教
）
と
の
関
係
」
で
あ
っ
た
。
第

一
部
医
史
学
は
藤
浪
剛
一
が
分
科
会
長
で
十
五
題
の
発
表
が
糸
ら
れ

た
。

二
、
第
十
二
回
日
本
医
学
会
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終
戦
と
同
時
に
軍
需
工
場
は
い
っ
せ
い
に
首
切
り
を
行
い
、
ま

た
、
復
員
軍
人
や
外
地
か
ら
の
引
揚
者
を
加
え
て
一
千
万
人
が
失

業
、
食
糧
配
給
制
度
は
崩
壊
し
、
買
い
出
し
は
盛
ん
と
な
る
な
ど
、

急
角
度
で
上
昇
す
る
イ
ン
フ
レ
の
嵐
の
中
で
、
昭
和
二
十
二
年
四
月

一
’
七
日
戦
後
初
め
て
の
第
十
二
回
日
本
医
学
会
が
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
。『

第
十
二
回
日
本
医
学
会
会
誌
」
の
準
備
記
事
に
よ
る
と
、
「
第
十

一
回
日
本
医
学
会
総
会
に
於
て
次
回
開
催
地
を
大
阪
市
と
決
定
し
、

会
頭
楠
本
長
三
郎
、
副
会
頭
佐
谷
有
吉
両
名
の
推
薦
を
見
、
さ
ら
に

昭
和
十
七
年
五
月
大
阪
帝
国
大
学
教
授
岡
川
正
之
君
を
準
備
委
員
長

に
推
薦
し
、
そ
の
具
体
的
準
備
迄
着
手
し
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
十

一
月
十
六
日
岡
川
正
之
が
急
逝
し
た
た
め
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十

五
日
大
阪
大
学
医
学
部
長
吉
松
信
宝
氏
が
準
備
委
員
長
と
な
っ
た
。

ま
た
、
十
二
月
六
日
に
会
頭
楠
本
長
三
郎
も
他
界
す
る
な
か
行
わ
れ

た
。

本
来
な
ら
第
十
二
回
総
会
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
図
ら
ず
も
終
戦
と
な
り
、
未
曽
有
の
社
会

混
乱
を
来
た
し
て
い
る
を
以
て
其
開
催
を
一
ヵ
年
延
期
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
副
会
頭
佐
谷
有
吉
の
開
会
の
辞
に
「
第
十
二
回
日

本
医
学
会
を
開
催
す
る
に
当
り
我
国
は
現
下
敗
戦
の
結
果
連
合
軍
の

占
領
下
に
よ
り
不
安
な
る
人
心
と
困
窮
せ
る
国
情
と
の
裡
に
本
総
会

を
開
く
こ
と
に
相
成
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
し
て
之
を
曽
て
過
去
十
一

回
の
総
会
に
於
て
絢
燗
た
る
科
学
の
殿
堂
に
進
歩
と
発
達
を
誇
る
我

医
学
業
績
を
満
喫
し
た
歴
史
を
回
顧
対
比
し
ま
す
る
と
感
慨
無
量
と

云
ふ
外
言
葉
も
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
交
通
宿
舎
食
糧
其
他
凡
ゆ

る
方
面
に
於
て
欠
乏
と
不
便
と
が
山
積
せ
る
事
態
に
も
拘
ら
ず
斯
か

も
多
数
の
会
員
各
位
の
参
集
を
得
ま
し
た
こ
と
は
皆
様
の
医
学
研
究

に
対
す
る
熱
意
の
旺
盛
な
る
こ
と
を
物
語
る
事
実
で
あ
り
…
殊
に
本

会
に
と
り
ま
し
て
光
栄
に
堪
え
な
い
の
は
連
合
軍
最
高
司
令
部
当
局

の
好
意
に
よ
り
ま
し
て
公
衆
衛
生
福
祉
局
長
サ
ム
ス
大
佐
以
下
十
数

名
の
ア
メ
リ
カ
外
賓
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
で
、
本
会
に
錦
上
華
を
添

へ
た
る
観
あ
り
、
誠
に
感
謝
に
堪
へ
ず
会
員
諸
君
と
共
に
衷
心
よ
り

歓
迎
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」
か
ら
、
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で

姿
ご
ブ
（
》
Ｏ

第
一
分
科
の
医
史
学
は
分
科
会
長
山
崎
佐
で
、
大
矢
全
節
、
大
鳥

蘭
三
郎
、
石
原
明
、
佐
伯
理
一
郎
、
中
野
操
、
山
形
敞
一
、
小
川
鼎

三
、
水
田
昌
二
郎
、
王
丸
勇
、
三
木
栄
ら
の
発
表
が
み
ら
れ
る
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）
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